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修士論文要旨
学生の曖昧さ不耐性が就労場面における
対人コミュニケーション認知と職業性ストレスに与える影響の検討
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【問題と目的】
　就業者のストレスの一番大きな問題は対人関係だと言わ
れている。この対人関係の齟齬をもたらす特性として，「曖
昧さ不耐性（ Intolerance of Ambiguity : IA ）」がある。
IAとは曖昧さに非寛容であることを曖昧な事態の恐れの
源泉として知覚する傾向とされている （Budner,1962）。IA
が高い者は，推論の誤りや情報処理の偏りがあることが指
摘されている。他人視点で物事を考え行動する上で，IAは
集団生活や他者への共感的行動に影響を与えることが推察
される。本研究ではIAが推論の誤りと情報処理の偏りを媒
介し，職業性ストレスに与える影響を検討する。「IA‐職
業性ストレスモデル」の検証を行い，本研究の成果が学生・
若年就労者の勤続勤務支援の一助となることを期待する。
【方法】
（１）調査対象者：
　就労経験を一度でも持つ大学生・大学院生 114 名（男性
48名,女性 66 名,平均年齢22.36±4.94歳）の内，F&T感情識
別検査対象者70名（男性31名，女性39名，平均年齢23.74歳
±5.80歳）。
（２）実験材料：
①デモグラフィックデータ（年齢，性別，勤続ヵ月，経験
職種，転職経験の有無，転職理由），②対人場面におけるあ
いまいさへの非寛容尺度（友野，2005），③推論の誤り尺度
（丹野ら，1998），④F&T感情識別検査拡大版調査票（望月
ら，2014），⑤知覚志向性学習スタイル尺度日本語短縮版
（Reading・Listening志向性を測定，Reid，1987；荒井，
2007），⑥スタイル分析調査票日本語短縮版（Writing・
Speaking志向性を測定，Oxford，1990；荒井，2007）⑦
新職業性ストレス簡易調査票（川上ら，2012），⑧F&T感
情識別検査４感情DVD版（向後・越川，2000；望月ら，
2014）：PC画面上に音声及び映像刺激を呈示し，「音声の
み」，「表情のみ」，「音声＋表情」の３条件，各32施行，合
計96施行 を実施し，登場人物の感情を「喜び」「悲しみ」
「怒り」「いやだなぁ」の４感情から評定させた。
（３）分析方法：①IAが推論の誤り，情報処理の偏り，職
業性ストレスに及ぼす影響を検討するため，IA得点を予測
変数，各尺度得点を目的変数とした単回帰分析，②IA，推
論の誤り，情報の偏りが職業性ストレスに与える影響を検
討するため，各得点を予測変数，職業性ストレス得点を目
的変数とした階層的重回帰分析を行った。
【結果】
　単回帰分析の結果，推論の誤り，Writing志向性, 
Reading & Writing志向性に対しては，曖昧さ不耐性にお
いて単回帰係数が有効であり（順に，Adjusted R2＝ .205, 
p＜ .000; Adjusted R2＝ .039, p＜ .05; Adjusted R2＝ 
.167, p＜ .10），標準化偏回帰係数も，同変数が有効であっ
た（順にβ＝ .461, p＜ .000; β＝ .219, p＜ .05; β＝ -.167, 
p＜ .10）。F&T感情識別検査（言語・非言語・言語＋非言
語）の各変数における標準化偏回帰係数，重回帰係数は有
効でなかった。職業性ストレスにおいては「仕事の資源（部
署レベル）」，「いきいきアウトカム」で単回帰係数が有効で
あり（順に，Adjusted R2＝ .05, p＜ .05; Adjusted R2＝
-.20, p＜ .05.），標準化係数も同変数が有効であった（順に
β＝ -.25, p＜ .05；β＝ .03, p＜ .05）。階層的重回帰分析
の結果， 主に推論の誤り，言語＋非言語情報の誤答タイム
アウト数が職業性ストレスの発生に影響を与える可能性が
示された。
【考察】
　モデル検証の結果，仮説１「曖昧さ不耐性の高さは職業
性ストレスの発生に影響を与える」が一部支持，仮説２「推
論の誤りを大きくする傾向がある」は支持，仮説３「言語・
非言語情報に対して，より曖昧さの少ない言語情報を優先
して判断する傾向がある」は不支持，仮説４「言語情報の
うち，聞く・話すよりも，反復して確認でき，より曖昧さ
が少ない，読み・書きを優先する傾向がある」は支持となっ
た。また，就労場面のコミュニケ―ションで，他者感情評
定の失敗・タイムアウト数が職業性ストレスの要因となる
可能性が示された。仮説３の言語・非言語志向性でIAが有
効でなかった要因として，曖昧さ不耐性が高いからこそ失
敗を注意深く学習しており，検査では容易に「正解」を予
想できた可能性が推察される。仮説４においては，読み書
き志向性を持つ曖昧さ不耐性高群が，口頭による音声情報
だけ与えられても，情報処理が間に合わず，誤解や判断の
遅れを生じさせやすいと推察される。音声情報の補助とし
て視覚情報の活用が有効であると考えられる。 
